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要旨 : これまでの第 1報，第 2報から，実学臨床教育プログラム（以下，教育プログラム
と記す）は，大学初年次の実習から知識や技術を得ることばかりでなく，社会福祉のあり
方を考え，発見を積み重ねていくことが重要であると述べた。しかし，継続的におこなう
実習は，実習内容にマンネリ化を感じ，学生が学習課題や目標を適切に設定させられない
ことも多く，実習で学んだことを講義や演習に結び付ける振り返りの時間が必要であった。
本研究は，第 2報までの調査で得られた結果から，継続的な実習であるからこそ，自己の
成長を感じられる教育プログラムであるべきことを整理した。そして，この教育プログラ
ムを履修する学生の振り返りをもとに教育プログラム評価をおこなった。
　その結果，継続性のある実習は定期的に学生が教育プログラムの意図を確認できるよう
な支援体制が求められる。また，実習施設職員と教員がそれぞれの視点でスーパービジョ
ンをおこなうなかで，相互の助言や指導を共有していくことも必要である。
　今後は，学生が実習の積み重ねを記す記録の活用を再検討し，個別的な学習計画書を作
成していくことが望ましいと考えた。
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は　じ　め　に
本学では独自の教育プログラムとして『特講 実学臨床教育』が開講されている。現在，多く
の大学で実践的な教育活動がおこなわれているが，社会福祉施設等で継続的に実習をおこなえる
教育環境は数少ない。この実学臨床教育プログラム（以下，教育プログラムと記す）は，本学の
教育環境を生かしたものである。
1．研 究 の 背 景
（1）　実習事後学習の意味について
潮谷は，社会福祉援助技術現場実習での事後学習を，グループディスカッションを通した振り
返りにより，「これらのプロセスから，自分の実習から社会福祉の学習やそれぞれの実習生の援
助者としての課題を確認する気づきに至っている。そして，事後学内グループディスカッション
を経て，社会福祉実習体験からの学びを明確にし，自分の課題が何であるかということを確認す
る過程（｢課題アイディンティファイ｣ プロセス）となっていた」と分析している（潮谷
2008 : 67）。実学臨床教育プログラムは，社会福祉援助技術現場実習と異なるものの，社会福祉
188 東北福祉大学研究紀要　第 37巻
施設で実習をおこない，定期的な振り返りを通して社会福祉分野の学びを深めていくため，実習
の振り返りを重視することが大切である。
また，米澤は，「実習の集大成である事後学習は，「気づき＝学び＝語る」という循環構造を経
て，学生の成長へと結びつく」と述べている（米澤 2006 : 111）。この教育プログラムは，実習
を通して得た気づきや体験を積み重ね，毎月，『実習プロセス』記録をまとめている。そして，
実習での気づきや体験を分析し，理論（大学での講義）と実践（実習）を結び付けて，具体的な
学びへと発展させることが必要である。三島は，大学初年次における教育実習プログラムの成果
として「教育実習 Iの達成度について検討した結果，多くの側面で実習 Iの成果が見られ，特に
授業や子どもの事実を観察することや教職への意欲を向上させることに成果が見られた」と述べ
ている（三島 2012 : 118）。実学臨床教育プログラムも同様に，社会福祉施設での職員や利用者
の様子を観察することができ，社会福祉・教育分野の専門職養成課程での学びにつないでいく意
義も大きい。
実習を振り返る方法は多数あるが，この教育プログラムでの振り返り方法を改めて考えていく
必要がある。
（2）　本研究の経過（教育プログラムと教育体制の課題）
1） 　適切な学習の課題や目標設定の必要性
第 1報では，継続的な実習をおこなう教育プログラムで，学生の学習意欲を低下させないため
には，｢目標の設定｣ が必要であることと述べた。そして，第 2報では，学生へのインタビュー
調査により ｢いつも同じ実習内容で，何を課題や目標にするのか負担に感じる｣ という結果にな
り，実習内容のマンネリ化を感じ，学習意欲が低下しているのではないかと述べた。高梨は「実
習プログラムや実習計画表のある相談援助実習と異なり，現場体験学習は，その自由度の高さゆ
え，学生を悩ませている現状があることが推測される」と述べている（高梨 2012 : 140） 。この
教育プログラムは，高梨の述べる現場体験学習とは異なるが，具体的な目標や課題の設定が必要
であることは共通している。
2）　実習記録の必要性
第 2報で報告した調査結果から，実習経験を積むことに意識が偏り，記録を軽視していく様子
が見受けられた。現在は，翌月の実習課題や目標の設定と，その課題や目標を達成するために考
えられる方法や手段を記すことに加え，プロセスレコードによって実習を振り返り，具体的な場
面と考察を記録している。だが，プロセスレコードの記入方法を理解できない学生もおり，『実
習プロセス』を記録することの意味や方法を十分に説明する時間を設けることが今後は必要であ
る。そして，『実習プロセス』の記録が重要であることを理解させる教育体制も必要であろう。
また，定期的なグループ学習に記録を持ちより，お互いの実習内容や姿勢を確認し，加えて教員
の指導を受けることで，記録の意義を深め，学習意欲の向上につながると考えられた。
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3） 理論と実践をつなぐ教育の必要性
この教育プログラムでは，大学入学時の早い時期から，社会福祉施設の現場に触れ，多くの利
用者や職員と関わることになるが，第 1報では，初めて社会福祉施設で実習をした学生から，｢
実習先のイメージが違った｣ や ｢利用者や職員との関係性を上手に築いていけるのか不安｣ など，
これからの学びに対する戸惑いを聞くことができた。
また，大学初年次に開講される講義や演習は社会福祉分野の基礎的な内容が多く，理論と経験
を関連づけることには難しさがある。
第 2報では，専門的な演習が始まる 2年次においても，講義や演習と実習が結び付かないとい
う現状がみられ，いくつかの要因を考えると，学生の社会福祉施設での実習だけに意欲ばかりが
高まり，実習内容を振り返ることやこれからの取組みを理論的に整理する時間が疎かになる傾向
がうかがえた。
この教育プログラムにおける実習の振り返りや課題・目標の設定に関する指導，講義や演習科
目につなげる役割は教育プログラムとして教員が担うことであろう。
4）　これからの課題
第 1報，第 2報では，今後の課題として，この教育プログラム履修者は，社会福祉士や介護福
祉士，保育士や教員など専門職を目指す学生が 9割を占めていることから，少なからず専門職養
成課程との関連性を考えることも必要であると述べた。
専門職養成課程における実習内容とは異なり，初年次から継続的な実習であるからこそ，自己
の成長を感じられる教育プログラムであるべきではないかと思う。この点についても，今回の報
告で整理してみたい。
2.　研 究 の 目 的
本研究は，この教育プログラムを履修する学生のこれまでの学習の振り返りをもとに，プログ
ラムの評価をおこなうことを目的とする。そして，この教育プログラムの質的向上のための視点
を抽出することを目的としている。
3.　研　究　方　法
1）　対象者
平成 23年度，実学臨床教育 I・II・IIIを履修している学生 118名。
2）　手続き
これまでの履修を振り返る質問紙調査をおこなった。
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調査票の配布は，平成 24年 2月の実学臨床教育 I・II・IIIそれぞれの全体講義で一斉におこな
い，回収は学生個々に直接提出した。
調査期間は，それぞれの全体講義が終了した後，約 7日間とした。
調査票の内容は下記の ① から ④ である。
①　教育プログラムのイメージ（印象）について
②　1年間の教育プログラムの振り返りについて
③　教育プログラムを履修する期待と不安について
④　教育プログラムで学びたいことについて
3）　倫理的配慮
本研究で得られた回答は，統計的に処理をおこない個人が特定されないよう配慮すること，ま
た，回答することにより教育プログラムの評価に影響が及ばないことを伝え同意を得た。
4.　調　査　結　果
（1）　属性
1）　履修生の教育プログラム課程と性別
教育プログラム I・II・IIIを履修する学生数は
計 118名である。この調査票は 108名から回収す
ることができた（回収率 91.5%）。
また，このプログラムを履修する学生は 8割が
女性（83.1%）である。
2）　履修生が取得を目指す資格
複数の選択を可能として，取得を目
指す資格は表 2のとおりである。｢社
会福祉士｣ を目指す学生が 57 名
（54.3%）履修していることがわかる。
また，学校の教員を目指す学生は ｢小
学校教諭｣ と ｢中学・高等学校教諭｣
｢特別支援学校教諭｣ を合わせて取得
するケースが多い。
その他は，｢臨床心理士｣ や ｢学芸
員｣ ｢図書館司書｣，｢障害者スポーツ
指導員｣ や ｢レクリエーションインス
表 1　履修する学生のプログラム過程と性別
教育プログラム
合計
I II III
性別
男性 10 5 5 20
女性 31 28 29 88
合計 41 33 34 108
表 2　取得を目指す資格　（N=108　複数回答）
度数 有効パーセント
有効 社会福祉士 57 54.3
精神保健福祉士  6  5.7
介護福祉士 18 17.1
訪問介護員 2級 20 19.0
保育士 ･幼稚園教諭 12 11.5
小学校教諭  8  7.6
中学・高等学校教諭 37 35.2
特別支援学校教諭 27 25.7
養護教諭  7  6.7
その他 22 19.2
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トラクター｣ などがあった。
（2）　将来の職業選択について
将来どのような職業を目指しているのか，下記の表 3のとおり ｢施設相談員｣ ｢介護・支援員｣
｢社会福祉協議会・福祉行政職員｣ ｢保育士｣ ｢学校教員｣ ｢臨床心理士｣ ｢企業｣ ｢未定｣ ｢その他｣
の 8つを設定し 1つ選択するよう質問した。
表 3　希望する職業 （N=108）
　 　 I II III 全体
有効 施設相談員 21.9 12.1 20.6 18.6
　 介護・支援員 12.2 33.3 17.6 20.4
社協・福祉行政職員 14.7 12.2 20.6 15.7
　 保育士 4.9 3.0 .0 2.8
　 学校教員 36.3 15.2 26.5 26.9
　 臨床心理士 4.9 6.1 2.9 4.6
　 企業 2.4 .0 11.8 4.6
　 未定 2.4 18.2 .0 6.5
　 合計 100.0 100.0 100.0 100.0
社会福祉専門職（相談員，介護・支援員，社会福祉協議会や福祉行政職員，保育士）を目指す
学生が約半数（全体 55.6%）を占めている。また，約 3割（全体 26.9%）は，学校教員（小・中・
高等学校教諭，特別支援学校教諭，養護教諭）であることから，4年間を通して社会福祉および
教育専門職の資格取得を目指す学生が多いことがわかる。この資格取得については表 2のように
整理した。
教育プログラム Iと IIを履修する学生のなかには，未定とするケースがあった。特に教育プロ
グラム IIを履修している学生の 18.2%が自分の将来に迷いを感じていることがうかがえる。そ
して，教育プログラム Iや IIIを履修する学生と比べて IIを履修する学生だけは，施設相談員
（12.1%）と介護・支援員（33.3%）を目指す割合が逆転している。また，教育プログラム IIIを
履修する学生のなかには，何らかの専門職資格の取得を目指す一方で，将来は企業（11.8%）で
働くことを選択するケースもある。
（3）　教育プログラムのイメージ（印象）について
大学入学時に描いた教育プログラムのイメージが変化しているのか，大学入学時のイメージと
現在のイメージをそれぞれ表 4，表 5のとおり｢自分を理解する｣｢他者を理解する｣｢コミュニケー
ション能力を高める｣ ｢実践行動力を高める｣ ｢現場を理解する｣ ｢視野を広げる｣ ｢専門的な知識
や技術を修得する｣ ｢文章やプレゼンテーション能力を高める｣ ｢講義（理論）と実習（実践）を
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一致させる｣ ｢働くことを理解する｣ ｢その他｣ の 11項目から 1つ選択するよう質問した。
1）　入学時の教育プログラムのイメージ
表 4　入学時の実学臨床教育イメージ （N=108）
　 I II III 全体
有効 自分を理解する 10.3 9.1 5.9 8.5
他者を理解する 23.1 9.1 5.9 13.2
コミュニケーション能力を高める 69.2 60.6 50.0 60.4
実践行動力を高める 46.2 72.7 67.6 61.3
現場を理解する 53.8 63.6 70.6 62.3
視野を広げる 33.3 30.3 41.2 34.9
専門的な知識や技術を修得する 35.9 30.3 32.4 33.0
文章やプレゼンテーション能力を高める 10.3 6.1 8.8 8.5
講義（理論）と実習（実践）を一致させる 7.7 .0 11.8 9.4
働くことを理解する 5.1 9.1 2.9 5.7
　 その他 .0 .0 2.9 　0.9
合計 100.0 100.0 100.0 100.0
大学入学当初は，｢現場を理解する｣（全体 62.3%）ことが教育プログラムのイメージとして強
かった。そして，｢実践行動力を高める｣（全体 61.3%），｢コミュニケーション能力を高める｣（全
体 60.4%）が続いた。しかし，｢働くことを理解する｣ は全体で 5.7%と低い結果であった。社会
福祉施設という現場への関心は高いものの，この教育プログラムを通して，社会で働くことを学
ぶという認識は低いことがわかる。
また，教育プログラムを紹介するパンフレット等に ｢理論と実践の融合｣ という言葉が記載さ
れており，履修する学生のほとんどが一度は見聞きしているだろう。しかし，｢講義（理論）と
実習（実践）を一致させる｣ イメージは全体で 9.4%と低い。入学時には，早い段階から実習を
おこなうため，講義や演習への結び付けをされないまま，社会福祉施設という現場で学ぶことへ
の関心が高くなっている。
その他は ｢人間関係を学ぶ｣（全体 0.9%）であった。
2）　現在の教育プログラムのイメージ
教育プログラムを履修する現在は，全体的に ｢実践行動力を高める｣ イメージが強い（54.7%）。
そして，｢コミュニケーション能力を高める｣（45.3%），｢現場を理解する｣（44.3%）と続いている。
しかし，教育プログラムの履修課程から比較すると，1年目の学生は ｢コミュニケーション能力
を高める｣（53.8%），2年目の学生は ｢視野を広げる｣（63.6%），3年目の学生は ｢実践行動力を
高める｣（61.8%）を最も強くイメージしている。これは，教育プログラムに継続的に取り組む
ことで体験的に学ぶ内容が積み重ねられ，教育プログラムに対するイメージに影響を与えている
ことがうかがえる。
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また，この教育プログラムは，資格の取得を目指す実習と異なるため，専門的な知識や技術を
修得する内容が組み込まれてはいない。そのため，全体的に ｢専門的な知識や技術を修得する｣
（11.3%）イメージが低かったことも納得できる。
その他は ｢人間関係を学ぶ｣（全体 0.9%）であった。
（4）　1年間の教育プログラムの振り返りについて
平成 23年度の教育プログラムを学生が振り返り，どのような取組み姿勢で履修することがで
きたのか，下記の表 6から表 9まで 4つ質問を設定した。質問は ｢できなかった｣ ｢できなかっ
ただろう｣ ｢できただろう｣ ｢できた｣ から 1つを選択するよう質問した。
1）　目標や課題を意識して取組むことができましたか
表 6　実習で目標や課題を意識すること （N=108）
I II III 全体
有効 できなかった 2.5 9.1 2.9 4.7
できなかっただろう 10.0 39.4 44.1 29.9
できただろう 65.0 48.5 35.3 50.5
できた 22.5 3.0 17.6 15.0
合計 100.0 100.0 100.0 100.0
全体的には 6割（65.5%）の学生が目標や課題を毎回の実習で意識することができていた。し
かし，｢できた｣ と言い切れる回答は 15.0%と低いことから，さらに目標や課題の意識づけが必
要であることもいえる。そして，継続的に履修する教育プログラム II以降は，目標や課題を意
識した実習ができていない実状も見受けられた。教育プログラム IIでは 39.4%が，IIIでは
表 5　現在の実学臨床教育へのイメージ （N=108）
　 I II III 全体
有効 自分を理解する 25.6 27.3 35.3 29.2　
他者を理解する 46.2 27.3 41.2 38.7　
コミュニケーション能力を高める 53.8 51.5 29.4 45.3　
実践行動力を高める 51.3 51.5 61.8 54.7　
現場を理解する 48.7 39.4 44.1 44.3　
視野を広げる 33.3 63.6 32.4 42.5　
専門的な知識や技術を修得する 15.4 .0 14.7 11.3　
文章やプレゼンテーション能力を高める 10.3 18.2 23.5 17.0　
講義（理論）と実習（実践）を一致させる 2.6 9.1 .0 3.8　
働くことを理解する 7.7 3.0 8.8 7.6　
その他 .0 .0 2.9 0.9　
合計 100.0 100.0 100.0 100.0
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44.1%が ｢できなかっただろう｣ と回答している。学生が目標や課題を意識せずマンネリ化した
実習内容に取組み，時間のみが経過していく様子が感じられる。
2）　目標や課題を振り返ることができましたか
表 7　目標や課題を振り返ること （N=108）
I II III 全体
有効 できなかった 0.0 3.0 2.9 1.9
できなかっただろう 15.0 27.3 26.5 22.4
できただろう 62.5 60.6 55.9 59.8
できた 22.5 9.1 14.7 15.9
合計 100.0 100.0 100.0 100.0
教育プログラム Iと IIの実習では，毎回の実習後に社会福祉施設内で振り返りシートを記入し
ている。これは自分の実習を振り返るばかりでなく，疑問に感じたことを職員に質問することも
できる。学生の振り返りシートを読んだ職員は，学生の疑問に答え，実習における助言を記入し
ている。そして，それぞれの教育プログラムでは 1ヶ月の実習を振り返る『実習プロセス』用紙
の提出が定められている。そのため，目標や課題を振り返る機会は多い。しかし，教育プログラ
ム IIや IIIを履修する学生のなかには，『実習プロセス』用紙の記入が疎かになり提出されない
こともあり，｢できた｣ と回答する割合も低い（II : 9.1%，III : 14.7%）。また，表 6からもわか
るように，実習のマンネリ化が振り返ること自体にも影響していると感じる。
3）　実習先で職員から指導や助言をいただくことはできましたか
表 8　実習中に職員から指導や助言をいただくこと （N=108）
I II III 全体
有効 できなかった 2.5 3.0 11.8 5.6
できなかっただろう 5.0 18.2 11.8 11.2
できただろう 60.0 60.6 38.2 53.3
できた 32.5 18.2 38.2 29.9
合計 100.0 100.0 100.0 100.0
自分で設定した目標や課題を基に実習をおこなっているが，思うような言動がとれずに戸惑い
や不安を感じることがある。そして，実習中に職員から指導や助言をいただく機会が多いと考え
られる。
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4）　教育プログラムを 4年間継続することができますか
表 9　教育プログラムを 4年間継続すること （N=108）
I II III 全体
有効 できない .0 6.3 .0 4.9
できないだろう 5.1 3.1 3.1 1.0
できるだろう 64.1 43.8 43.8 51.5
できる 30.8 46.9 53.1 42.7
合計 100.0 100.0 100.0 100.0
大学入学時の早い時期から 4年間にわたって継続的にこの教育プログラムを履修することに
なっており，9割の学生が ｢できる｣ ｢できるだろう｣ と回答している。特に，教育プログラム
IIIを履修する学生はほとんどが継続することを決めている。既に継続的に 3年間の取組みが大
学生活の一部となり，最後までやりきる意志が伝わってくる。しかし，教育プログラム IIを履
修する学生のなかには，｢できない｣（6.3%）と回答する学生もおり，継続することの難しさを
感じていることもわかる。
（5）　教育プログラムを履修する期待と不安
教育プログラムを履修するなかで，どのような期待を抱いているのか，どのような不安を抱え
ているのかを下記の表 10，表 11のとおり項目からそれぞれ 1つ選択するよう質問した。
1）　教育プログラムへの期待
表 10　教育プログラムに対する期待 （N=108）
I II III 全体
有効 自分を成長させられそう 52.5 48.5 50.0 50.5
現場を理解できそう 12.5 12.1 9.4 11.4
現場実践ができそう 12.5 3.0 9.4 8.6
視野が広がりそう 12.5 18.2 15.6 15.2
卒業後に役立ちそう 7.5 12.1 .0 6.7
たくさんの人と関われそう .0 6.1 12.5 5.7
期待はない 2.5 6.1 3.1 1.9
合計 100.0 100.0 100.0 100.0
｢自分を成長させられそう｣（全体 50.5%）と期待する学生が最も多い。他の ｢視野が広がりそ
う｣（全体 15.2%）や ｢現場を理解できそう｣（全体 11.4%）と比べても圧倒的である。大学での
講義や演習ばかりでなく，社会福祉施設という現場で学べる経験は，何らかの自分の成長につな
げたいと期待する思いを感じる。
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しかし，｢期待はない｣ と回答する学生（I : 2.5%，II : 6.1%，III : 3.1%）もおり，プログラム
の検討が必要である。
 2）　教育プログラムで感じる不安
表 11　教育プログラムに対する不安 （N=108）
I II III 全体
有効 利用者との対人関係 5.0 0.0 9.4 4.8
施設職員や担当教員との対人関係 5.0 27.3 .0 10.5
実学の仲間との対人関係 10.0 27.3 .0 3.8
時間の遣い方 45.0 18.2 53.1 41.9
自分の適応力や健康管理 20.0 15.2 18.8 19.0
意欲の維持 7.5 3.0 12.5 11.4
不安はない 7.5 9.1 3.1 1.9
その他 .0 .0 3.1 6.7
合計 100.0 100.0 100.0 100.0
｢時間の遣い方｣（全体 41.9%）に不安を感じている学生が多い。それぞれの履修プログラムを
比べて，教育プログラム Iを履修する学生は 45.0%，IIIを履修する学生は 53.1%が ｢時間の遣い
方｣ と回答している一方で，IIを履修している学生は 18.2%と低くなっていた。教育プログラム
Iを履修する学生は，まだ生活リズムの確立が難しく，実習と他の講義やサークルなどとの両立
に不安を感じている。また，IIIを履修する学生は，専門養成課程での実習や就職活動が始まる
時期であり，実習を継続していく時間の確保に不安を感じていることがわかる。一方，教育プロ
グラム IIを履修する学生は，時間よりも実習を継続することで見えてくる対人関係の問題に不
安を感じていることがわかる。
（6）　教育プログラムで学びたいことについて
これからこの教育プログラムを履修し，これから学びたいことを下記の表 12のとおり ｢自己
の理解を深める｣ ｢他者の理解を深める｣ ｢現場の理解を深める｣ ｢働くことの理解を深める｣ ｢実
践行動力を高める｣ ｢コミュニケーション能力を高める｣ ｢文章・プレゼンテーション能力を高め
る｣ ｢専門的な能力や技術を修得する｣ ｢視野を拡大させる｣ ｢講義（理論）と実習（実践）を一
致させる｣ の 10つから 1つ選択するよう質問した。
これから教育プログラムを履修していくなかで，｢実践行動力を高める｣（全体 71.6%）学びが
最も高かった。他の項目と比べて圧倒的がわかった。
また，｢講義（理論）と実習（実践）を一致させる｣ ことが他の項目と比べて低いことから，
実習での体験を理論との結び付けることを重視していないことがわかる。実習をおこなうことで
実践行動力を高め，即座に対応できる自分になることを目指しているように思われる。
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そして，教育プログラム Iでは ｢自己の理解を深める｣ よりも ｢他者の理解を深める｣ 学びを
求めているが，教育プログラム IIIでは ｢自己の理解を深める｣ が ｢他者の理解を深める｣ こと
よりも高く求めているのは，実習をおこなうなかで，初めは他者に対する思いが強く，他者への
支援を考えるが，実習を積み重ねることで，他者との関わりが自己を見つめる機会にもなってい
ることがわかる。
5.　考　　　　　察
（1）　教育プログラム内容の内容と継続性の関係について
この教育プログラムは社会福祉および教育などの理論と実践の融合を図り，基礎能力の向上や
社会に求められる人材養成を目指してきた。教育プログラムは，大学初年次から継続的に社会福
祉施設などで実習を積み重ね，｢実践力｣ や ｢考察力｣ ｢課題解決能力｣ などの諸能力を身につけ
ることが目的であった。
現在，教育プログラム Iと IIは 245時間以上，教育プログラム IIIは 175時間もしくは週 1回
程度の定期的な実習時間を基準にしている。そして，教育プログラム IVに関しては 4年間の実
習を通してまとめる論文作成を中心に自己設定時間で実習をおこなっている。学生は，4年間を
通して 800時間以上の実習を積み重ねることになる（専門職養成課程の実習時間は含まない）。
そのため，｢時間の遣い方｣ に不安を感じている学生は少なくない（表 11）。特に，教育プログ
ラム Iを履修する学生は，245時間という実習時間に不安を感じ，実習日を計画する段階で，教
員に時間の確保を相談することもある。また，教育プログラム IIIを履修する学生は，専門職養
成課程の学習が本格化することから資格取得に向けた講義や演習，実習に加えて就職活動などを
調整し，実習時間を確保することに不安を感じ始める傾向が見受けられる。しかし，継続する意
表 12　これから学びたいこと （N=108）
I II III 全体
有効 自己の理解を深める 10.3 18.8 29.0 18.6
他者の理解を深める 38.5 31.3 25.8 32.4
現場の理解を深める 25.6 34.4 25.8 28.4
働くことの理解を深める 5.1 6.3 .0 3.9
実践行動力を高める 69.2 71.9 74.2 71.6
コミュニケーション能力を高める 38.5 34.4 41.9 38.2
文章・プレゼンテーション能力を高める 20.5 18.8 32.3 23.5
専門的な知識や技術を修得する 33.3 34.4 25.8 31.4
視野を拡大させる 33.3 43.8 32.2 36.3
講義 (理論 )と実習 (実践 )を一致させる 12.8 .0 6.5 6.9
合計 100.0 100.0 100.0 100.0
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識も高い（表 9）。学生との関わりを通して，｢4年間の継続を自分の自信にしたい｣ や ｢最後ま
でやりきりたい｣ という言葉を耳にすることもある。教育プログラム IIIまでを履修する学生は，
4年間の教育プログラムを修了する割合が高いことも既にわかっている。
一方，表 9のとおり，教育プログラム IIを履修する学生からは 4年間の継続が ｢できない｣
とする回答もある。いくつかの要因を挙げれば，教育プログラム IIまでの 245時間以上という
実習時間に負担を感じ，目標や目的を意識した実習がおこなえず，マンネリ化した実習内容とな
る。調査結果からも，学生の目標や課題を意識して実習をおこなえない傾向が見られた（表 6）。
学生は，実習時間の達成ばかりに意識がいき，教育プログラム内容の発展が難しいことが感じら
れる。そして，これまでの教育プログラム Iでは，実習施設の理解や実習先の利用者や職員とコ
ミュニケーションを通した信頼関係の構築を目指してきた。また，教育プログラム IIでは，Iに
加えて，利用者の生活の質の向上を目指した支援方法を個別的に考えることを目指してきた。し
かし，プログラム内容が十分に理解されず，継続した実習に期待をしないことが考えられる。調
査結果から，実習を振り返ることが疎かにされる傾向も見られた（表 7）。
今後は，この教育プログラムの意図を，定期的に学生が確認し理解できるような支援体制が必
要である。また，学生の実習は，個人で実習日や時間を計画しているため，他の授業との関係か
ら，平日は 2時間程度の実習を継続的に積み重ねている場合も多い。学生から，「毎回の目標設
定をすることは難しい」との声を聞くことがある。学生が目標を意識した実習をおこなえるよう，
細かな学生個人への支援体制も重視していく必要がある。
（2）　社会福祉施設職員と大学教員のスーパービジョンの役割
本学はボランティア活動が盛んであるが，この教育プログラムとボランティア活動の異なる点
は，実習の振り返りを重視し，実習で得た体験を理論に結び付けることである。
大学入学当初，社会福祉施設等の ｢現場を理解する｣ プログラムとしてイメージが強い（表 4）。
履修する学生は，大学入学後の早い段階から講義や演習に加えて社会福祉現場で実習をおこなえ
ることに魅力を感じている。そのため，大学に入学したばかりで知識や技術をもたない学生の立
場であっても，実際の社会福祉施設で働く職員から助言や指導をいただけることに期待をしてい
る。また，単発的なボランティア活動では難しい利用者の生活環境や施設職員の業務の様子を継
続的に観察することで，社会福祉現場の実情を知りたいという関心が高いことがわかる。
現在，教育プログラム Iと IIの実習では，毎回の実習後に社会福祉施設内で振り返りシートを
記入している。調査結果からも，職員からの助言や指導を多くいただいていることがわかる（表
8）。自分の実習を振り返るだけでなく，疑問に感じたことを職員に質問し，後日，職員からシー
トに助言が書かれる。この振り返りシートは各施設のオリジナルであり，学生と施設職員との間
でおこなわれている。学生から実習の様子で ｢実習先の利用者や職員との関わりを通して，対人
関係の難しさを感じる｣ や ｢職員の援助には工夫があって教えていただいた｣ という声を聞くこ
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とがある。学生は，実習中に感じた不安や戸惑い，疑問を職員からの助言によって解決している
ことがわかる。
また，学内では教員の下で同じ実習先の学生が少人数のグループを編成して，定期的に実習で
得た気づきや体験を共有している。学生の体験を理論に結び付ける役割は教員にある。実習は学
生個人がそれぞれの時間でおこなっており，施設内で孤独を感じることや目標や目的を見失う
ケースがある。このグループ学習を通して，実習中の体験を整理することで，これからの目標や
目的を設定する機会をつくり，実習への意欲向上につなげることできる。
そして，教育プログラム III以降は，2年間の本学関連施設以外にも新たな実習先を開拓して，
学生の関心高い分野から実習先を選択し学ぶことができる。グループでおこなってきた学習は，
個人での学習に変わり，分野に応じた教員が学生の指導にあたっている。本学関連施設外の実習
先との関係は学生にのみであり，教育プログラム内容の理解は得られているものの，学生自身の
意欲によって実習の充実度に違いはあるだろう。
今後は，実習先の職員と本学教員が担う役割を踏まえ，相互の助言や指導の状況を把握し共有
していくことが必要である。まずは大学初年次から学生の教育をともにおこなう本学関連施設と，
教育プログラム内容の共通理解やさらに質の高い教育を目指せる体制づくりが大切である。
（3）　さらに質の高い教育プログラム内容を目指して
現在は，1ヶ月ごとに実習の積み重ねを『実習プロセス』という記録用紙にまとめている。実
習で得られた気づきや体験等を振り返り，翌月の目標や課題の設定に役立てている。記入された
『実習プロセス』は学生の指導や支援を適切におこなっていくために，教員や施設職員と共有す
ることになっている。しかし，教員と施設職員それぞれに記録用紙を渡しているため，学生の指
導や支援を共有することが難しい。また，教員が指導をおこなうグループおよび個人学習の内容
や，実習先で学生が毎回の実習を振り返り職員から助言をいただくシートの内容を相互に把握す
ることも難しい。そこで，学生が記録する『実習プロセス』や教員との学習における『学習記録』
を再検討し，学生と教員と施設職員とが情報を共有できる支援体制づくりが必要である。そして，
教育プログラム内容を踏まえて，学生個人がどのような学習をおこなっていくのか，個別の学習
支援計画書を作成していくことが望ましいと考える。
継続的な実習を積み重ねながら，幅広い視野を身に付け，体験を理論に結び付けることが自己
の成長を感じることにつながることを考え，今後も本学の教育環境の特色を生かし，この教育プ
ログラムの質的向上に寄与していきたい。
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